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第
一
章

大
学
の
組
織
・
運
営
・
環
境
の
整
備

第
一
節

大
学
の
管
理
・
運
営

一

変
革
の
中
の
大
学
運
営

一
九
八
〇
年
代
後
半
か
ら
、
国
の
諮
問
機
関
で
あ
る
大
学
審
議
会
や
学
術
審
議
会
が
矢
継
ぎ
早
や
に
報
告
や
答
申
な
ど
を
出
し
、
伴

義
雄
学
長
の
下
で
北
海
道
大
学
は
こ
れ
ら
へ
の
対
応
に
追
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ま
た
、
有
江
幹
男
前
学
長
が
軌
道
に
乗
せ
た
国
際

交
流
の
推
進
は
こ
の
時
期
に
関
連
組
織
の
整
備
が
進
み
、
事
務
局
庶
務
部
に
国
際
交
流
課
（
八
七
年
）、
留
学
生
課
（
九
〇
年
）
が
設

置
さ
れ
た
ほ
か
、
学
内
共
同
利
用
施
設
と
し
て
留
学
生
セ
ン
タ
ー
（
九
〇
年
）
も
発
足
し
た
。

伴
学
長
の
任
期
満
了
に
伴
う
学
長
候
補
者
選
挙
が
一
九
九
二
年
三
月
に
行
わ
れ
、
医
学
部
教
授
（
医
学
部
長
）
�
重
力
が
当
選
し
、

五
月
一
日
付
で
学
長
に
就
任
し
た
。
�
重
学
長
は
六
〇
年
三
月
に
北
海
道
大
学
大
学
院
医
学
研
究
科
博
士
課
程
修
了
後
、
六
四
年
に
医

学
部
助
手
と
な
り
助
教
授
・
教
授
を
経
て
、
八
七
年
か
ら
医
学
部
長
を
務
め
た
。
専
攻
は
生
理
学
で
、
特
に
神
経
内
分
泌
学
・
生
体
リ

ズ
ム
学
の
研
究
で
知
ら
れ
た
。

�
重
学
長
（
一
九
九
二
年
七
月
か
ら
は
総
長
と
改
称
）
は
大
学
院
重
点
化
と
学
部
一
貫
教
育
を
大
学
改
革
の
両
輪
と
位
置
づ
け
た
。

大
学
院
重
点
化
は
、
地
球
環
境
科
学
研
究
科
に
引
き
続
き
、
理
学
研
究
科
、
工
学
研
究
科
、
獣
医
学
研
究
科
の
整
備
を
中
心
に
進
展
し

た
。
学
部
一
貫
教
育
体
制
は
、
九
五
年
の
教
養
部
廃
止
と
高
等
教
育
機
能
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
設
置
、
学
生
部
を
取
り
込
ん
だ
学
務
部

設
置
に
よ
り
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
。
ま
た
、
副
学
長
設
置
の
準
備
も
進
め
ら
れ
た
。

�
重
総
長
の
任
期
満
了
に
伴
う
総
長
候
補
者
選
挙
が
一
九
九
五
年
三
月
に
行
わ
れ
、
工
学
部
教
授
（
工
学
部
長
）
丹
保
憲
仁
が
当
選
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し
、
五
月
一
日
付
で
総
長
に
就
任
し
た
。
丹
保
総
長
は
五
七
年
三
月
に
北
海
道
大
学
大
学
院
工
学
研
究
科
土
木
工
学
専
攻
修
士
課
程
修

了
後
、
工
学
部
講
師
と
な
り
、
助
教
授
・
教
授
を
経
て
、
八
九
年
以
降
は
評
議
員
・
学
生
部
長
・
工
学
部
長
な
ど
を
務
め
た
。
専
攻
は

衛
生
工
学
で
あ
っ
た
。
九
九
年
に
は
再
任
さ
れ
た
。

丹
保
総
長
は
一
九
九
八
年
の
年
頭
挨
拶
で
北
海
道
大
学
の
課
題
と
し
て「
大
学
院
重
点
化
に
よ
る
研
究
先
導
型
大
学
へ
の
展
開
」、「
学

部
四
年
一
貫
教
育
体
制
の
確
立
」
と
共
に
、「
社
会
と
の
連
携
（
産
学
官
協
力
）」
を
掲
げ
、
産
学
官
協
力
に
よ
る
先
端
科
学
研
究
の
推

進
と
社
会
や
地
域
（
北
海
道
）
へ
の
貢
献
を
結
び
つ
け
た
大
学
の
あ
り
方
を
検
討
し
て
い
く
こ
と
を
示
し
た
（『
北
大
時
報
』
第
五
二

六
号
）。
そ
の
一
方
で
、
丹
保
総
長
は
創
基
一
二
〇
周
年
、
一
二
五
周
年
の
意
義
を
強
調
し
、
札
幌
農
学
校
以
来
の
北
海
道
大
学
が
有

す
る
歴
史
の
重
み
を
大
学
の
将
来
像
に
強
く
反
映
さ
せ
て
い
く
べ
き
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。

二
〇
〇
一
年
四
月
に
は
情
報
公
開
法
施
行
に
伴
い
、
大
学
の
行
政
文
書
の
開
示
請
求
の
相
談
・
受
付
、
開
示
の
実
施
な
ど
を
行
う
窓

口
と
し
て
、「
情
報
公
開
室
」
が
開
設
さ
れ
た
。

丹
保
総
長
の
任
期
満
了
に
伴
う
総
長
候
補
者
選
挙
が
二
〇
〇
一
年
三
月
に
行
わ
れ
、
法
学
研
究
科
附
属
高
等
法
政
教
育
研
究
セ
ン

タ
ー
教
授
中
村
睦
男
が
当
選
し
、
五
月
一
日
付
で
総
長
に
就
任
し
た
。
中
村
総
長
は
六
三
年
三
月
に
北
海
道
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科

公
法
専
攻
修
士
課
程
終
了
後
、
法
学
部
助
手
と
な
り
、
助
教
授
・
教
授
を
経
て
、
八
四
年
以
降
は
評
議
員
・
法
学
部
長
・
副
学
長
を
務

め
た
。
専
攻
は
憲
法
で
あ
っ
た
。

中
村
総
長
の
就
任
時
か
ら
、
副
学
長
三
人
制
、
総
長
補
佐
と
総
長
室
の
制
度
化
に
よ
る
大
学
運
営
体
制
が
ス
タ
ー
ト
し
、
今
後
の
独

立
行
政
法
人
化
問
題
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
と
な
っ
た
。
ま
た
、
中
村
総
長
の
下
で
創
基
一
二
五
周
年
の
諸
事
業
が
行
わ
れ
た
。

二

総
長
権
限
の
強
化

一
九
八
九
年
四
月
に
「
北
海
道
大
学
大
学
院
整
備
構
想
検
討
委
員
会
」
の
設
置
が
決
ま
り
、
大
学
院
重
点
化
問
題
の
検
討
が
本
格
化
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し
た
。
北
海
道
大
学
は
大
学
の
あ
り
方
を
め
ぐ
り
、
大
き
な
変
革
の
時
代
を
迎
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。

一
九
九
二
年
六
月
二
十
四
日
の
評
議
会
に
お
い
て
、
七
月
一
日
か
ら
「
学
長
」
を
「
総
長
」
と
呼
称
す
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
。
法
令

上
、
旧
制
大
学
時
代
は
「
総
長
」
で
あ
っ
た
が
、
新
制
と
な
っ
た
四
九
年
五
月
以
降
は
「
学
長
」
が
使
用
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
法

令
と
は
別
に
他
の
旧
帝
国
大
学
が
「
総
長
」
の
呼
称
を
使
用
し
て
い
た
た
め
、
北
海
道
大
学
で
も
「
総
長
」
名
称
を
慣
用
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。
こ
れ
は
単
な
る
名
称
の
問
題
に
止
ま
ら
ず
、
こ
の
後
の
副
学
長
制
や
総
長
補
佐
体
制
の
導
入
へ
と
繋
が
る
、
総
長
の
位
置
づ

け
の
強
化
を
象
徴
す
る
事
案
で
あ
っ
た
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。

一
九
九
三
年
十
二
月
の
評
議
会
に
お
い
て
設
置
さ
れ
た
「
副
総
長
制
検
討
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
」
は
、
翌
年
三
月
の
評
議
会
で
「
大

学
院
重
点
化
を
中
心
と
し
た
大
学
改
革
等
、
多
種
多
様
な
諸
課
題
の
展
開
等
に
適
切
に
対
応
し
、
大
学
院
に
重
点
を
置
い
た
大
学
と
し

て
の
企
画
と
諸
施
策
等
に
つ
い
て
、
大
局
的
見
地
に
立
っ
て
総
長
を
補
佐
す
る
必
要
が
あ
る
」
と
報
告
し
た
。
四
月
の
評
議
会
で
は
九

五
年
四
月
か
ら
「
副
総
長
制
」
を
導
入
を
図
る
こ
と
が
了
承
さ
れ
た
が
、
同
時
に
、「
副
総
長
制
」
導
入
ま
で
の
暫
定
的
な
措
置
と
し

て
、
総
長
の
ア
ド
ヴ
ァ
イ
ザ
ー
機
能
、
ス
タ
ッ
フ
機
能
と
し
て
、
現
部
局
長
の
中
か
ら
教
育
担
当
と
研
究
担
当
各
一
名
の
総
長
補
佐
を

置
き
、
試
行
す
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
。
五
月
二
十
五
日
の
評
議
会
で
、
�
重
総
長
の
指
名
に
よ
り
、
教
養
部
長
中
村
耕
二（
教
育
担
当
）

と
地
球
環
境
科
学
研
究
科
長
堀
浩
（
研
究
担
当
）
が
総
長
補
佐
に
就
任
し
た
（『
北
大
時
報
』
第
四
八
三
号
）。

一
九
九
五
年
四
月
、「
副
総
長
制
」
は
二
名
の
副
学
長
の
就
任
と
い
う
形
で
予
定
通
り
実
施
さ
れ
た
。
副
学
長
は
、
総
長
が
北
海
道

大
学
の
専
任
教
授
の
う
ち
か
ら
副
学
長
候
補
者
を
指
名
し
、
評
議
会
の
承
認
す
る
手
順
で
選
考
し
、
任
期
は
二
年
で
総
長
の
任
期
の
範

囲
内
と
さ
れ
、
再
任
を
す
る
こ
と
も
で
き
た
。
ま
た
、
高
等
教
育
機
能
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
長
は
一
方
の
副
学
長
が
務
め
る
こ
と
に
な
っ

た
。
丹
保
総
長
の
指
名
に
よ
り
、
最
初
の
副
学
長
に
は
総
長
補
佐
を
務
め
て
き
た
高
等
教
育
機
能
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
長
中
村
耕
二
と
、

法
学
部
教
授
保
原
喜
志
夫
が
就
任
し
た
。

一
九
九
六
年
六
月
に
は
、
総
長
が
教
育
・
研
究
、
厚
生
補
導
、
国
際
交
流
、
学
術
情
報
な
ど
の
事
項
を
執
行
す
る
に
当
た
り
、
調
査
、
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検
討
を
行
う
こ
と
を
目
的
に
、「
総
長
補
佐
」
が
置
か
れ
た
。
五
名
が
就
任
し
た
。
そ
の
後
も
総
長
補
佐
は
一
〇
名
弱
の
メ
ン
バ
ー
が

就
任
し
て
い
る
。

一
九
九
七
年
七
月
、
大
学
の
公
開
・
外
部
評
価
の
一
環
と
し
て
、
学
外
の
有
識
者
と
定
期
的
懇
談
を
行
う
た
め
、「
北
海
道
大
学
懇

話
会
」
が
設
置
さ
れ
、
二
二
名
を
委
員
に
任
命
し
た
。
十
月
二
十
日
に
は
一
三
名
の
委
員
の
出
席
を
も
っ
て
第
一
回
懇
話
会
が
開
催
さ

れ
た
。
二
〇
〇
〇
年
四
月
、
北
海
道
大
学
懇
話
会
の
後
を
受
け
て
、
学
外
の
有
識
者
か
ら
構
成
さ
れ
る「
北
海
道
大
学
運
営
諮
問
会
議
」

が
設
置
さ
れ
た
。
同
会
議
は
、
総
長
が
諮
問
す
る
①
教
育
・
研
究
上
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
の
基
本
的
な
計
画
に
関
す
る
重
要
事
項
、

②
教
育
研
究
活
動
等
の
状
況
に
つ
い
て
大
学
が
行
う
重
要
事
項
、
③
そ
の
ほ
か
の
運
営
に
関
す
る
重
要
事
項
を
審
議
し
、
総
長
に
助
言

や
勧
告
を
行
う
こ
と
を
任
務
と
し
た
（『
北
大
時
報
』
第
五
五
七
号
）。
第
一
回
の
会
議
は
七
月
十
七
日
に
開
催
さ
れ
、
委
員
一
二
名
中

九
名
と
総
長
、
副
学
長
、
附
属
図
書
館
長
、
事
務
局
長
が
出
席
し
た
。
一
二
名
の
委
員
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

大
石
道
夫

財
団
法
人
か
ず
さ
Ｄ
Ｎ
Ａ
研
究
所
長

桂
信
雄

札
幌
市
長

児
島
仁

日
本
電
信
電
話
株
式
会
社
相
談
役

坂
元
弘
直

東
京
国
立
博
物
館
長

沢
邦
彦

富
士
電
機
株
式
会
社
代
表
取
締
役
社
長

武
井
正
直

株
式
会
社
北
洋
銀
行
代
表
取
締
役
会
長

田
中
秀
征

福
山
大
学
教
授

戸
田
一
夫

北
海
道
電
力
株
式
会
社
相
談
役

東
功

株
式
会
社
北
海
道
新
聞
社
代
表
取
締
役
社
長

�
重
力

北
海
道
医
療
大
学
長
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藤
野
政
彦

武
田
薬
品
工
業
株
式
会
社
代
表
取
締
役
会
長

松
田
昌
士

東
日
本
旅
客
鉄
道
株
式
会
社
取
締
役
会
長

二
〇
〇
一
年
二
月
、「
北
海
道
大
学
総
長
室
規
程
」
と
「
北
海
道
大
学
総
長
補
佐
規
程
」
が
制
定
さ
れ
、
五
月
か
ら
施
行
さ
れ
た
。

総
長
室
は
「
本
学
の
円
滑
な
運
営
に
資
す
る
た
め
、
北
海
道
大
学
総
長
の
指
示
に
基
づ
き
本
学
全
体
に
係
る
事
項
に
つ
い
て
企
画
・
立

案
し
、
及
び
調
整
す
る
こ
と
を
任
務
と
す
る
」
と
規
定
さ
れ
、
副
学
長
・
事
務
局
長
・
総
長
補
佐
で
構
成
さ
れ
た
。
総
長
補
佐
は
従
来

の
も
の
と
は
異
な
り
、「
北
海
道
大
学
総
長
の
指
示
に
基
づ
き
、
総
長
の
企
画
・
立
案
及
び
部
局
等
間
の
連
絡
調
整
を
補
助
す
る
こ
と

を
任
務
と
す
る
」
と
規
定
さ
れ
た
。
北
海
道
大
学
の
教
授
又
は
助
教
授
の
う
ち
か
ら
総
長
が
指
名
し
、
任
期
は
二
年
で
総
長
の
任
期
の

範
囲
内
と
さ
れ
、
再
任
す
る
こ
と
も
で
き
た
。
五
月
か
ら
は
副
学
長
三
名
、
総
長
補
佐
一
二
名
が
就
任
し
た
。
三
名
の
副
学
長
の
う
ち
、

一
名
は
高
等
教
育
機
能
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
長
を
、
別
の
一
名
は
附
属
図
書
館
長
を
併
任
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
総
長
の
下
に
強
力
な

補
佐
体
制
が
整
い
、
独
立
行
政
法
人
化
な
ど
大
き
な
大
学
変
革
へ
の
準
備
を
進
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。

第
二
節

教
育
・
研
究
組
織
の
整
備

一

附
置
研
究
所
、
セ
ン
タ
ー
の
改
組

文
部
省
は
一
九
八
〇
年
代
か
ら
国
立
大
学
の
附
置
研
究
所
や
セ
ン
タ
ー
に
対
し
て
、
そ
の
組
織
運
営
や
研
究
の
方
向
性
に
関
し
て
検

討
と
改
革
を
強
く
求
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。

触
媒
研
究
所
は
、
学
術
審
議
会
に
よ
る
国
立
大
学
附
置
研
究
所
の
点
検
と
共
同
利
用
化
の
提
言
を
受
け
て
、
文
部
省
か
ら
人
事
の
停

滞
な
ど
の
点
で
改
革
を
求
め
ら
れ
た
。
触
媒
研
究
所
は
時
限
設
置
の
附
置
研
究
所
で
あ
っ
た
た
め
、
文
部
省
か
ら
の
こ
の
要
求
は
組
織

閉
鎖
に
も
つ
な
が
り
か
ね
な
い
問
題
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
日
本
で
唯
一
の
触
媒
化
学
研
究
施
設
を
存
続
さ
せ
る
た
め
に
伴
義
雄
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学
長
を
中
心
と
す
る
学
内
の
努
力
は
も
と
よ
り
学
外
の
研
究
者
か
ら
の
協
力
も
得
ら
れ
、
一
九
八
九
年
四
月
、
触
媒
研
究
所
は
全
国
共

同
利
用
施
設
の
「
触
媒
化
学
研
究
セ
ン
タ
ー
」
に
改
組
さ
れ
た
。

同
じ
く
応
用
電
気
研
究
所
も
組
織
運
営
の
改
革
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
一
九
八
〇
年
代
後
半
に
は
研
究
所
内
で
将
来
構
想
に

つ
い
て
検
討
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
今
後
の
研
究
の
方
向
性
と
し
て
電
子
技
術
の
基
盤
を
な
す
電
子
科
学
を
打
ち
出
し
、
九
二
年

四
月
に
「
電
子
科
学
研
究
所
」
へ
の
改
組
を
行
っ
た
。

低
温
科
学
研
究
所
は
一
九
九
五
年
四
月
に
全
国
共
同
利
用
研
究
所
と
し
て
改
組
さ
れ
、
研
究
の
方
向
性
と
し
て
は
地
球
環
境
科
学
へ

の
貢
献
を
鮮
明
に
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
一
九
九
〇
年
六
月
に
学
内
共
同
教
育
研
究
施
設
で
あ
っ
た
ス
ラ
ブ
研
究
セ
ン
タ
ー
は
組
織
を
拡
充
し
、
全
国
共
同
利
用

施
設
に
改
組
さ
れ
た
。

二

先
端
科
学
研
究
の
推
進

一
九
八
〇
年
代
後
半
か
ら
工
学
部
で
設
置
を
検
討
し
て
い
た
先
端
技
術
の
研
究
・
開
発
を
行
う
新
た
な
研
究
施
設
に
つ
い
て
、
八
九

年
以
降
は
全
学
の
共
同
研
究
セ
ン
タ
ー
と
し
て
計
画
す
る
こ
と
と
な
り
、
九
〇
年
四
月
に
は
二
セ
ン
タ
ー
構
想
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
た
。

そ
の
一
方
の
設
置
が
、
九
一
年
四
月
、
学
内
共
同
教
育
研
究
施
設
「
量
子
界
面
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
研
究
セ
ン
タ
ー
」
と
し
て
実
現
し

た
。
同
セ
ン
タ
ー
は
先
端
技
術
研
究
に
関
す
る
研
究
セ
ン
タ
ー
の
構
想
と
し
て
検
討
が
始
ま
り
、
量
子
集
積
回
路
に
代
表
さ
れ
る
次
世

代
の
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
の
基
礎
技
術
を
確
立
す
る
た
め
の
最
先
端
工
学
研
究
を
目
的
と
し
た
。
時
限
一
〇
年
と
し
て
設
置
さ
れ
、
二

〇
〇
一
年
四
月
に
は
「
量
子
集
積
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
研
究
セ
ン
タ
ー
」
に
改
組
さ
れ
た
。

一
九
九
四
年
六
月
、
工
学
部
附
属
金
属
化
学
研
究
施
設
の
金
属
物
理
部
門
と
炭
素
系
素
材
部
門
、
先
端
電
磁
流
体
実
験
施
設
を
母
体

と
し
て
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
先
端
工
学
研
究
セ
ン
タ
ー
」
を
設
置
し
た
。
セ
ン
タ
ー
は
こ
れ
か
ら
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
し
て
石
炭
を
中
心
と
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す
る
化
石
燃
料
を
ク
リ
ー
ン
な
流
体
燃
料
に
転
換
さ
せ
る
た
め
の
化
学
・
物
理
・
機
械
工
学
の
研
究
を
目
的
と
し
、
時
限
一
〇
年
と
定

め
ら
れ
た
。

一
九
九
六
年
五
月
、
共
同
教
育
研
究
施
設
と
し
て
「
先
端
科
学
技
術
共
同
研
究
セ
ン
タ
ー
」
が
設
置
さ
れ
た
。
同
セ
ン
タ
ー
は
九
〇

年
四
月
に
ま
と
め
ら
れ
た
二
セ
ン
タ
ー
構
想
の
も
う
一
方
に
あ
た
り
、
北
海
道
大
学
と
産
業
界
等
と
の
研
究
協
力
を
推
進
し
、
先
端
科

学
技
術
振
興
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
。
セ
ン
タ
ー
は
二
〇
〇
一
年
に
は
遺
伝
子
実
験
施
設
と
実
験
生
物
セ
ン
タ
ー
、
理
学
部
附
属

動
物
染
色
体
研
究
施
設
と
合
併
し
て
、
改
組
・
拡
充
し
た
。

先
端
科
学
技
術
の
推
進
が
組
織
面
で
進
む
一
方
で
、
こ
れ
ま
で
の
学
術
研
究
の
蓄
積
を
も
と
に
、
全
学
的
な
学
術
資
料
の
集
約
と
、

そ
の
情
報
を
学
内
外
に
発
信
・
提
供
し
、
自
然
史
・
人
間
史
の
基
礎
研
究
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
全
学
横
断
型
の
構
想
で
あ
る
「
学
術
資
料

館
」
設
置
も
検
討
さ
れ
た
。
一
九
九
八
年
に
は
「
学
術
資
料
館
（
仮
称
）
設
置
検
討
委
員
会
」
が
中
心
と
な
っ
て
「
北
海
道
大
学
学
術

資
料
展
示
（
第
Ⅰ
期
）
―
―
地
球
惑
星
科
学
分
野
―
―
」
を
企
画
し
、
十
一
月
二
十
四
日
に
理
学
部
本
館
で
公
開
開
所
式
を
行
っ
た
。

こ
の
構
想
は
、
翌
九
九
年
四
月
に
学
内
共
同
教
育
研
究
施
設
の
「
総
合
博
物
館
」
設
置
へ
と
結
実
し
た
。
総
合
博
物
館
は
、
こ
れ
か
ら

の
「
開
か
れ
た
大
学
」
の
大
き
な
窓
口
と
し
て
の
役
割
も
期
待
さ
れ
て
い
る
。

三

既
存
組
織
の
協
力
・
合
併
に
よ
る
改
編

二
〇
〇
〇
年
四
月
、
言
語
文
化
部
を
中
核
と
し
て
留
学
生
セ
ン
タ
ー
、
情
報
メ
デ
ィ
ア
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
の
協
力
の
下
に
、
大
学

院
独
立
研
究
科
と
し
て
「
国
際
広
報
メ
デ
ィ
ア
研
究
科
」
が
設
置
さ
れ
た
。
国
際
広
報
メ
デ
ィ
ア
研
究
科
は
、
多
元
文
化
時
代
に
お
け

る
合
意
プ
ロ
セ
ス
と
新
た
な
公
共
性
の
確
立
に
向
け
た
教
育
・
研
究
を
通
し
て
、
国
際
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
、
国
際
機
関
や
自
治
体
や
企

業
に
お
け
る
広
報
専
門
家
な
ど
高
度
専
門
職
業
人
の
養
成
を
目
的
と
し
た
。

ま
た
、
同
月
に
は
、
免
疫
科
学
研
究
所
と
医
学
部
附
属
癌
研
究
施
設
を
統
合
し
、
分
子
・
遺
伝
子
レ
ベ
ル
の
解
析
に
よ
り
癌
や
免
疫
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疾
患
な
ど
の
遺
伝
子
病
に
関
す
る
研
究
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
「
遺
伝
子
病
制
御
研
究
所
」
が
設
置
さ
れ
た
。

二
〇
〇
一
年
四
月
、
学
内
共
同
教
育
研
究
施
設
と
し
て「
北
方
生
物
圏
フ
ィ
ー
ル
ド
科
学
セ
ン
タ
ー
」が
設
置
さ
れ
た
。
同
セ
ン
タ
ー

は
、
理
学
部
附
属
臨
海
実
験
所
、
同
海
藻
研
究
施
設
、
農
学
部
附
属
植
物
園
、
同
農
場
、
同
演
習
林
、
同
牧
場
、
水
産
学
部
附
属
洞
爺

湖
臨
湖
実
験
所
、
同
臼
尻
水
産
実
験
所
、
同
七
飯
養
魚
実
習
施
設
、
忍
路
臨
海
実
験
所
を
統
合
し
、
生
物
生
産
と
環
境
の
共
生
を
基
軸

に
し
た
森
林
圏
・
耕
地
圏
・
水
圏
の
生
物
圏
フ
ィ
ー
ル
ド
に
お
け
る
横
断
的
か
つ
統
合
的
研
究
と
俯
瞰
的
視
点
に
立
っ
た
教
育
を
目
的

に
設
け
ら
れ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
全
く
異
な
っ
た
出
自
と
長
い
歴
史
、
業
績
の
蓄
積
を
持
つ
諸
施
設
が
部
局
の
枠
を
超
え
て
、
新
し
い
視
点

で
発
展
的
に
統
合
し
た
大
き
な
組
織
変
革
と
し
て
、
今
後
の
成
果
が
期
待
さ
れ
る
。

第
三
節

自
己
点
検
評
価

一

自
己
点
検
・
評
価
問
題

中
曽
根
康
弘
内
閣
の
下
に
一
九
八
四
年
に
発
足
し
た
臨
時
教
育
審
議
会
は
、
八
六
年
四
月
の
第
二
次
答
申
に
高
等
教
育
改
革
の
一
項

目
と
し
て
「
大
学
の
評
価
と
大
学
情
報
の
公
開
」
を
掲
げ
、「
大
学
が
そ
の
社
会
的
使
命
や
責
任
を
自
覚
し
、
大
学
の
根
本
理
念
に
照

ら
し
て
絶
え
ず
自
己
の
教
育
、
研
究
お
よ
び
社
会
的
寄
与
に
つ
い
て
検
証
し
、
評
価
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
教
育
、
研
究
な
ど

の
状
況
に
つ
い
て
そ
の
情
報
を
広
く
公
開
す
る
こ
と
を
要
請
す
る
」
と
記
し
た
。
こ
の
議
論
は
、
八
七
年
に
発
足
し
た
大
学
審
議
会
に

も
引
き
継
が
れ
、
九
一
年
二
月
の
答
申
「
大
学
教
育
の
改
善
に
つ
い
て
」、
五
月
の
答
申
「
大
学
設
置
基
準
等
及
び
学
位
規
則
の
改
正

に
つ
い
て
」
な
ど
を
受
け
て
、
文
部
省
は
同
年
六
月
に
「
大
学
設
置
基
準
」
の
改
正
（
文
部
省
令
第
二
四
号
）
を
行
な
い
、
第
二
条
で

「
大
学
は
、
そ
の
教
育
研
究
水
準
の
向
上
を
図
り
、
当
該
大
学
の
目
的
及
び
社
会
的
使
命
を
達
成
す
る
た
め
、
当
該
大
学
に
お
け
る
教

育
研
究
活
動
等
の
状
況
に
つ
い
て
自
ら
点
検
及
び
評
価
を
行
う
こ
と
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
定
め
た
。
自
己
点
検
・
評
価
の
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制
度
化
は
、
大
学
・
大
学
院
設
置
基
準
の
大
綱
化
に
よ
る
大
学
・
大
学
院
諸
制
度
の
弾
力
化
と
い
う
枠
組
み
の
中
で
、
大
学
に
お
け
る

教
育
・
研
究
の
水
準
が
低
下
す
る
こ
と
を
防
ぐ
と
い
う
意
味
合
い
を
有
し
て
い
た
。

北
海
道
大
学
で
は
、「
北
海
道
大
学
大
学
院
整
備
構
想
検
討
委
員
会
」（
一
九
八
九
年
五
月
発
足
）
が
九
〇
年
七
月
の
中
間
報
告
「
北

海
道
大
学
に
お
け
る
大
学
院
改
革
整
備
構
想
」
の
中
で
大
学
に
お
け
る
自
己
評
価
の
重
要
性
を
指
摘
し
た
。
十
月
に
は
同
委
員
会
の
下

に
「
自
己
評
価
専
門
委
員
会
」（
委
員
長
は
金
岡
祐
一
触
媒
化
学
研
究
セ
ン
タ
ー
長
）
を
設
置
し
、
自
己
点
検
・
評
価
問
題
に
つ
い
て

検
討
を
行
っ
た
。
自
己
評
価
専
門
委
員
会
は
、
九
一
年
三
月
十
九
日
の
大
学
院
整
備
構
想
検
討
委
員
会
に
お
い
て
「
北
海
道
大
学
に
お

け
る
自
己
評
価
に
関
す
る
諸
問
題
に
つ
い
て
」
を
報
告
し
た
（『
北
大
時
報
』
第
四
四
五
号
別
冊
）。

報
告
で
は
、札
幌
農
学
校
以
来
の
歴
史
に
つ
い
て
、戦
前
は
北
海
道
開
拓
と
い
う
国
策
と
絡
ん
だ
特
異
な
出
自
と
独
特
の
校
風
に
よ
っ

て
個
性
的
な
存
在
と
し
て
影
響
力
を
維
持
し
、
戦
後
も
伝
統
と
蓄
積
を
も
っ
た
拠
点
総
合
大
学
と
し
て
、
以
前
の
社
会
的
地
位
を
保
持

し
続
け
て
高
度
な
研
究
成
果
と
有
為
な
人
材
を
輩
出
し
て
社
会
の
期
待
に
応
え
て
き
た
と
総
括
し
て
い
る
。
そ
の
上
で
、
以
下
の
よ
う

な
危
機
感
を
と
も
な
っ
た
現
状
認
識
を
述
べ
て
い
る
。

も
し
、
旧
帝
国
大
学
と
し
て
の
北
海
道
大
学
が
、
過
去
の
成
果
や
、
庶
民
の
中
に
あ
る
慣
習
的
イ
メ
ー
ジ
に
頼
っ
て
大
学
を
運

営
し
て
い
る
ま
ま
で
あ
る
な
ら
ば
、
こ
れ
ま
で
の
地
歩
を
護
る
こ
と
は
絶
対
に
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
我
々
は
、
北
海
道
大
学
が

札
幌
農
学
校
以
来
の
歴
史
の
中
で
幾
度
か
遭
遇
し
た
大
き
な
転
機
に
匹
敵
す
る
困
難
に
、
今
立
ち
向
か
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
の
課
題
を
前
に
し
た
と
き
、
北
海
道
大
学
が
、
ア
メ
リ
カ
的
州
立
大
学
と
し
て
の
性
格
と
日
本
的
基
幹
総
合
大
学
と
し
て
の
性

格
を
ど
の
よ
う
に
自
覚
的
に
結
合
し
、
全
学
的
な
機
動
性
あ
る
運
営
を
保
証
す
る
組
織
を
組
み
立
て
て
き
た
か
に
お
い
て
、
不
十

分
な
点
が
あ
る
こ
と
を
、
率
直
に
反
省
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

さ
ら
に
、
北
海
道
大
学
は
、
札
幌
農
学
校
時
代
か
ら
国
家
主
導
の
開
発
の
中
で
特
権
的
地
位
を
与
え
ら
れ
て
手
厚
い
財
政
的
支
援
を

受
け
て
き
た
が
、
現
在
は
そ
の
よ
う
な
特
権
的
投
資
を
求
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
現
状
を
示
し
、「
こ
れ
が
次
第
に
、
北
海
道
大
学
の
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研
究
と
教
育
の
相
対
的
水
準
の
漸
次
的
低
落
を
招
い
て
い
る
こ
と
を
隠
す
わ
け
に
い
か
な
い
」
と
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
、
北
海
道
大

学
の
と
し
て
の
自
己
評
価
の
必
要
性
に
つ
い
て
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

現
在
の
時
点
で
は
、
そ
う
し
た
低
落
傾
向
に
歯
止
め
を
掛
け
、
北
海
道
大
学
が
歴
史
的
に
果
た
し
て
き
た
役
割
を
、
今
後
に
向

け
て
再
確
立
す
る
に
は
い
か
に
為
す
べ
き
か
問
わ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
今
日
の
社
会
で
は
、
北
海
道
大
学
が
社
会
の
資
源
の
集
中

的
投
下
を
受
け
よ
う
と
す
れ
ば
、
北
海
道
大
学
が
そ
う
し
た
資
源
の
投
下
に
値
す
る
機
関
で
あ
る
こ
と
を
社
会
に
向
か
っ
て
説
得

し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
こ
こ
に
自
己
評
価
の
必
要
の
根
源
的
理
由
が
あ
る
と
い
え
る
。

報
告
で
は
、
自
己
評
価
の
基
本
的
視
点
や
実
施
方
法
、
組
織
及
び
評
価
基
準
と
項
目
の
設
定
を
取
り
ま
と
め
た
。
さ
ら
に
、「『
自
己

評
価
』
に
関
し
て
は
、
本
学
大
学
院
改
革
を
前
提
と
し
て
検
討
が
開
始
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
大
学
院
改
革
に
限
っ
た
狭
い
枠
内

で
の
評
価
対
象
で
は
な
く
、
平
素
か
ら
大
学
全
体
の
自
己
評
価
と
し
て
、
幅
広
い
範
囲
を
対
象
と
し
て
行
う
べ
き
で
あ
る
」
と
し
て
、

「
全
学
的
評
価
組
織
と
部
局
単
位
の
評
価
組
織
の
設
置
」
と
、「
学
術
研
究
の
促
進
と
そ
の
公
開
に
関
す
る
全
学
的
組
織
の
設
置
」
を

今
後
の
具
体
的
検
討
事
項
と
し
て
提
言
し
て
い
る
。
自
己
点
検
・
評
価
問
題
は
大
学
院
改
革
と
切
り
離
さ
れ
て
検
討
が
続
け
ら
れ
た
。

二

自
己
点
検
・
評
価
の
実
施

自
己
評
価
専
門
委
員
会
の
提
言
を
受
け
て
、
一
九
九
一
年
七
月
に
�
重
力
学
長
を
委
員
長
と
す
る
「
自
己
評
価
組
織
の
設
置
等
に
関

す
る
準
備
委
員
会
」が
発
足
し
た
。
同
委
員
会
は
、
①
評
価
組
織
の
位
置
付
け
と
そ
の
役
割
、
②
点
検
項
目
と
評
価
の
仕
方
、
③
点
検
・

評
価
の
公
表
方
法
、
④
点
検
・
評
価
結
果
へ
の
対
応
の
仕
方
、
⑤
全
学
的
評
価
組
織
の
構
成
員
の
五
点
に
つ
い
て
検
討
を
行
い
、
十
月

三
十
日
に
「
北
海
道
大
学
点
検
評
価
に
関
す
る
要
綱
」
を
定
め
た
（『
北
大
時
報
』
第
四
五
二
号
）。
要
綱
に
基
づ
き
、
十
二
月
十
八
日

に
「
北
海
道
大
学
点
検
評
価
規
程
」
が
制
定
さ
れ
、
同
時
に
「
北
海
道
大
学
点
検
評
価
委
員
会
」
が
発
足
し
た
。
同
委
員
会
は
、
九
二

年
三
月
十
八
日
に
「
北
海
道
大
学
点
検
評
価
委
員
会
点
検
項
目
指
針
」
を
決
定
し
、
こ
れ
を
も
と
に
九
二
年
度
の
「
全
学
点
検
項
目
」
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と
「
部
局
共
通
点
検
項
目
」
を
定
め
た
。

そ
し
て
、
一
九
九
三
年
六
月
に
九
二
年
度
の
点
検
・
評
価
に
係
る
「
年
次
報
告
書
」
を
作
成
・
公
表
し
、
以
降
、
毎
年
度
末
に
刊
行

し
て
い
る
。「
年
次
報
告
書
」
は
、
九
三
〜
九
五
年
度
が
『
北
大
の
ル
ネ
サ
ン
ス
を
目
指
し
て
〜
北
海
道
大
学
の
現
状
と
課
題
〜
』、
九

四
〜
九
九
年
度
が
『
来
る
べ
き
新
世
紀
に
向
け
て
〜
北
大
の
新
た
な
る
展
開
の
た
め
に
〜
』、
二
〇
〇
〇
年
度
以
降
は
『
２１
世
紀
の
大

い
な
る
展
開
に
向
け
て
〜
研
究
主
導
型
大
学
と
し
て
の
展
開
を
求
め
て
〜
』
と
表
題
が
付
け
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
「
年
次
報
告
書
」
別

冊
と
し
て
、『
研
究
活
動
一
覧
』（
九
三
年
度
〜
）、『
国
内
外
・
学
内
の
共
同
研
究
一
覧
』（
九
六
年
度
）、『
北
海
道
大
学
研
究
者
総
覧
』

と
追
補
（
九
三
年
度
〜
）、『
教
育
、
管
理
運
営
、
社
会
貢
献
活
動
一
覧
』（
二
〇
〇
〇
年
度
〜
）
を
刊
行
し
た
。

各
部
局
等
で
も
、
そ
れ
ぞ
れ
独
自
に
年
次
報
告
書
を
作
成
、
公
表
し
て
い
る
。

第
四
節

情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備

北
海
道
大
学
に
お
け
る
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
の
検
討
は
、
一
九
八
五
年
七
月
に
学
術
情
報
シ
ス
テ
ム
準
備
検
討
委
員
会
の

も
と
に
、
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
関
す
る
諸
問
題
を
調
査
検
討
す
る
た
め
に
設
置
さ
れ
た「
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
専
門
委
員
会
」に
よ
っ

て
開
始
さ
れ
た
と
い
え
る
。
現
在
、
北
海
道
大
学
の
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
略
称
と
な
っ
て
い
るH

IN
E

S

（H
okkaido

U
niversity

Inform
ation

N
etw

ork
System

）
は
、
そ
の
年
の
八
月
に
同
委
員
会
に
よ
っ
て
命
名
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
八
九
年
四
月
、
同
委
員
会

が
北
海
道
大
学
に
お
け
る
地
域
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
具
体
化
に
つ
い
て
最
終
報
告
を
行
い
、
同
年
五
月
に
は
大
型
計
算
機
セ
ン
タ
ー

長
田
川
遼
三
郎
を
本
部
長
と
し
て
「
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
設
置
本
部
」
が
設
置
さ
れ
、
具
体
的
な
構
築
が
開
始
さ
れ
た
。H

I-

N
E

S

は
国
内
で
も
有
数
の
大
規
模
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
で
あ
り
、
運
用
開
始
以
来
、
北
海
道
大
学
の
教
育
研
究
の
基
本
イ
ン

フ
ラ
と
し
て
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。H

IN
E

S

は
情
報
技
術
（IT

）
の
発
達
と
と
も
に
第
一
期
シ
ス
テ
ム
（
八
九
〜
九
一
年
度
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導
入
）、
第
二
期
シ
ス
テ
ム
（
九
四
〜
九
五
年
度
導
入
）、
第
三
期
シ
ス
テ
ム
（
九

八
〜
九
九
年
度
導
入
）
と
更
新
さ
れ
、
最
先
端
の
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環
境
を
提

供
し
続
け
て
い
る
。

H
IN

E
S

は
北
海
道
大
学
の
全
て
の
構
成
員
が
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
恩
恵
を

受
け
ら
れ
る
環
境
の
実
現
を
目
指
し
て
構
築
さ
れ
て
き
た
。
一
九
九
〇
年
度
に
運

用
を
開
始
し
て
以
来
、
着
実
に
接
続
端
末
を
増
加
し
て
お
り
、
九
八
年
度
に
は
接

続
端
末
数
が
一
万
を
超
え
る
ま
で
に
至
っ
て
い
る
（
表
３－

１
）。

一

第
一
期
シ
ス
テ
ム
―
―H

IN
E
S

の
誕
生
―
―

北
海
道
大
学
でH

IN
E

S

の
構
築
を
検
討
し
て
い
た
当
時
は
、
全
国
の
大
学
が

学
内
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
い
わ
ゆ
る
キ
ャ
ン
パ
ス
Ｌ
Ａ
Ｎ
を
検
討
し
て
い
た
時

期
で
あ
る
。
総
合
大
学
で
は
、
京
都
大
学
（K

U
IN

S

）、
東
北
大
学
（T

A
IN

S

）
が

北
海
道
大
学
に
一
年
先
行
し
て
全
学
規
模
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
稼
動
さ
せ
て
い
た
。

H
IN

E
S

の
特
徴
は
、
北
海
道
大
学
の
構
成
員
が
誰
で
も
容
易
に
使
え
る
Ｌ
Ａ

Ｎ
と
い
う
基
本
理
念
の
も
と
に
仕
様
設
計
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
当
時
、
情

報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備
は
イ
ン
フ
ラ
部
分
の
整
備
を
意
味
す
る
の
が
一
般
的
な
認

識
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、H

IN
E

S

で
は
基
本
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
サ
ー
ビ
ス
の
定
義

を
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ま
で
含
め
た
設
計
と
な
っ
て
お
り
、
電
子
メ
ー
ル
だ
け
で

は
な
く
統
合
文
書
管
理
機
能
と
し
て
共
有
フ
ァ
イ
リ
ン
グ
、
印
刷
と
い
っ
た
機
能

表３－１ HINES接続端末数
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も
提
供
す
る
こ
と
が
計
画
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。H

IN
E

S

第
一
期
シ
ス
テ
ム
の
構

成
概
略
は
図
３－

１
の
通
り
で
あ
る
。

第
一
期
シ
ス
テ
ム
の
構
築
は
、
一
九
八
九
〜
九
一
年
度
の
三
年
間
に
段
階
的
に
行
わ

れ
た
。
初
年
度
は
札
幌
キ
ャ
ン
パ
ス
中
央
部
の
工
学
部
、
理
学
部
、
経
済
学
部
、
文
学

部
、
薬
学
部
、
応
用
電
気
研
究
所
、
情
報
処
理
教
育
セ
ン
タ
ー
、
大
型
計
算
機
セ
ン
タ
ー
、

中
央
交
換
所
にFD

D
I

ノ
ー
ド
局
が
設
置
さ
れ
た
。
ま
た
、
函
館
キ
ャ
ン
パ
ス
と
札
幌

キ
ャ
ン
パ
ス
は６４

K
bps

の
専
用
回
線
で
接
続
さ
れ
、
両
キ
ャ
ン
パ
ス
が
オ
ン
ラ
イ
ン

接
続
さ
れ
た
。
九
〇
年
度
に
は
、
さ
ら
に
札
幌
キ
ャ
ン
パ
ス
北
部
の
医
学
部
、
医
学
部

附
属
病
院
、
歯
学
部
、
教
養
部
、
獣
医
学
部
、
低
温
科
学
研
究
所
に
ノ
ー
ド
局
が
設
置

さ
れ
た
。
最
終
年
度
の
九
一
年
度
に
は
、
農
学
部
、
触
媒
化
学
研
究
セ
ン
タ
ー
、
附
属

図
書
館
、
事
務
局
に
ノ
ー
ド
局
が
設
置
さ
れ
、
札
幌
キ
ャ
ン
パ
ス
、
函
館
キ
ャ
ン
パ
ス

の
全
て
の
建
物
に
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
引
く
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。

H
IN

E
S

は
通
信
路
だ
け
で
は
な
く
、
情
報
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
サ
ー
バ
ー
シ
ス

テ
ム
を
含
む
も
の
で
あ
っ
た
の
で
、
稼
動
開
始
と
同
時
に
具
体
的
な
サ
ー
ビ
ス
が
利
用

可
能
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、H

IN
E

S

の
接
続
端
末
数
は
構
築
の
進
行
と
と
も
に
急

速
に
増
加
し
、
第
一
期
シ
ス
テ
ム
の
完
成
時
点
（
一
九
九
二
年
三
月
）
で
接
続
端
末
数

は
一
四
一
六
台
を
数
え
、
利
用
登
録
者
数
も
一
二
八
六
人
と
な
っ
て
い
た
。

H
IN

E
S

第
一
期
シ
ス
テ
ム
の
構
築
が
進
行
し
て
い
た
当
時
は
、
日
本
で
も
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
が
利
用
可
能
と
な
っ
た
時
期
で
も
あ
る
。H

IN
E

S

は
支
線
網
の
接
続
プ
ロ
ト

図３－１ HINES第一期システム

● 基幹ネットワーク網

FDDI４リング構成 １００Mbps×４

● 支線ネットワーク

１０Base５イーサーネット １０Mbps

RS２３２コミュニケーションサーバ ３８．４Kbps

● サーバーシステム

電子メール、電子掲示板、電子フォーラム、プリントシステム
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コ
ル
と
し
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
同
じT

C
P/IP

を
提
供
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
外
部
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
化
に
速

や
か
に
対
応
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
北
海
道
大
学
が
実
際
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
さ
れ
た
の
は
一
九
九
〇
年
末
こ
ろ
で
あ
っ
た
。

当
時
、
全
国
の
大
型
計
算
機
セ
ン
タ
ー
に
所
属
す
る
教
官
が
中
心
と
な
っ
てJA

IN

（Japan
A

cadem
ic

Inter
N

etw
ork

）
と
い
う
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
相
互
接
続
実
験
が
実
施
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
を
利
用
し
てH

IN
E

S

の
実
験
的
な
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
が
開
始
さ
れ

た
。
そ
の
頃
は
学
外
接
続
の
回
線
速
度
が
わ
ず
か４８

K
bps

と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
が
、H

IN
E

S

が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
経
由
で
世
界
中

の
研
究
機
関
と
接
続
さ
れ
た
意
義
は
大
き
か
っ
た
。H

IN
E

S

が
公
式
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
を
開
始
し
た
の
は
、

九
二
年
四
月
に
文
部
省
学
術
情
報
セ
ン
タ
ー
が
運
営
す
る
学
術
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
通
信
網
（SIN

E
T

）
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
プ
ロ
ト

コ
ル
を
正
式
に
採
用
し
て
か
ら
で
あ
る
。H

IN
E

S

がSIN
E

T

経
由
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
を
開
始
し
た
時
、
札
幌
―
東
京
間
の
通

信
速
度
は
わ
ず
か１９２

K
bps

で
あ
っ
た
。

二

第
二
期
シ
ス
テ
ム
―
―H
IN
E
S

ス
ー
パ
ー
情
報
ハ
イ
ウ
ェ
イ
―
―

一
九
九
一
年
度
末
にH

IN
E

S

が
完
成
し
た
後
も
利
用
者
数
は
着
実
に
増
加
し
続
け
、
九
四
年
三
月
末
時
点
で
接
続
端
末
数
は
二
八

〇
七
台
を
数
え
る
に
至
り
、H

IN
E

S

の
教
育
研
究
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
の
認
識
が
高
ま
っ
て
い
た
。H

IN
E

S

を
構
成
す
る
の
は
多
数
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
機
器
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で
あ
る
が
、
こ
れ
らIT

機
器
の
一
般
的
な
耐
用
年
数
は
五
〜
六
年
で
あ
り
、
早
晩
保
守
が
困

難
に
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、H

IN
E

S

が
対
外
接
続
回
線
と
し
て
利
用
し
て
い
るSIN

E
T

が
広
域
接
続
の
プ
ロ
ト
コ

ル
と
し
て
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
通
信
に
適
し
たA

T
M

（A
synchronous

T
ransfer

M
ode

）
を
提
供
す
る
こ
と
と
な
っ
た
た
め
、
北
海
道

大
学
と
し
てA

T
M

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
た
め
の
イ
ン
フ
ラ
が
求
め
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
よ
う
な
要
請
を
受
け
、
九
四
年
度
か
らH

I-

N
E

S

第
二
期
シ
ス
テ
ム
、
通
称
「H

IN
E

S

ス
ー
パ
ー
情
報
ハ
イ
ウ
ェ
イ
」
の
構
築
が
行
わ
れ
た
。
第
二
期
シ
ス
テ
ム
と
し
て
導
入
さ

れ
たH

IN
E

S

ス
ー
パ
ー
情
報
ハ
イ
ウ
ェ
イ
の
構
成
概
略
は
図
３－

２
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
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H
IN

E
S

第
二
期
シ
ス
テ
ム
構
築
で
は
、
既
に
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
安
定
稼
動
し
て
い
る

第
一
期
シ
ス
テ
ム
の
サ
ー
ビ
ス
を
中
断
す
る
こ
と
な
く
、
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
情
報
サ
ー
ビ

ス
に
対
応
し
た
高
速A

T
M

接
続
を
開
始
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
第
二
期
シ
ス
テ
ム
で
は

A
T

M

バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
を
中
核
と
し
て
構
築
さ
れ
る
ス
ー
パ
ー
情
報
ハ
イ
ウ
ェ
イH

SIH

（H
okkaido

U
niversity

Super
Inform

ation
H

ighw
ay

）
を
新
規
に
構
築
す
る
と
同
時

に
、
既
存
のFD
D

I

基
幹
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
多
目
的
情
報
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャH

M
II

（H
okkaido

U
niversity

M
ultipurpose

Inform
ation

Infrastructure

）
と
再
定
義
し
て
利

用
を
継
続
す
る
構
成
を
と
っ
た
。
二
つ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
相
互
に
接
続
さ
れ
て
お
り
、

利
用
者
か
ら
は
一
体
に
見
え
る
設
計
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
構
造
を
と
る
こ
と
で
、
既

存
のFD

D
I

基
幹
網
に
接
続
さ
れ
た
端
末
を
段
階
的
にA

T
M

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
移
設
す

る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
。

ま
た
、H

IN
E

S

第
二
期
シ
ス
テ
ム
で
は
、
支
線
網
と
端
末
の
接
続
が
高
速
化
さ
れ
た

利
点
が
大
き
い
。
第
一
期
シ
ス
テ
ム
で
は
支
線
網
と
端
末
の
接
続
は１０

M
bps

（１０
B

ase５

）

と３８
.４

K
bps

（C
S

接
続
）
に
限
定
さ
れ
て
い
た
が
、
当
時
規
格
が
定
ま
っ
た１００

M
bps

の
接
続
規
格
で
あ
る１００

B
aseT

を
採
用
す
る
こ
と
で１０

M
bps

用
規
格
で
あ
る１０

B
aseT

と
互
換
性
を
保
っ
て１００

M
bps

の
高
速
接
続
が
可
能
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
札
幌
キ
ャ

ン
パ
ス
と
函
館
キ
ャ
ン
パ
ス
の
接
続
が
一
九
九
五
年
一
月
に３８４

K
bps,

同
年
七
月
に
は

１
.５

M
bps

に
増
強
さ
れ
、
函
館
キ
ャ
ン
パ
ス
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
接
続
環
境
も
向
上
し
て

い
っ
た
。

図３－２ HINES第二期システム

● 基幹ネットワーク網

ATMノード １５５．５２Mbps

● 支線ネットワーク

１００BaseTXスイッチングハブ １００Mbps

● サーバーシステム

POPメールサービス、ネットニュースサービス、WWWサービス
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当
時
は
企
業
や
個
人
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
急
速
に
普
及
し
始
め
た
こ
ろ
で
あ
り
、
パ

ソ
コ
ン
の
高
性
能
化
、
低
価
格
化
が
進
み
、H

IN
E

S

の
利
用
形
態
が
急
速
に
変
化
し
て

い
っ
た
時
期
で
も
あ
っ
た
。
そ
う
い
っ
た
環
境
変
化
に
対
応
す
る
た
め
、
第
二
期
シ
ス
テ

ム
で
は
パ
ソ
コ
ン
か
ら
直
接
に
電
子
メ
ー
ル
の
送
受
信
が
で
き
るPO

P

メ
ー
ル
サ
ー
ビ

ス
も
導
入
さ
れ
て
い
る
。

三

第
三
期
シ
ス
テ
ム
―
―
ギ
ガ
ビ
ッ
ト
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
時
代
―
―

H
IN

E
S

第
三
期
シ
ス
テ
ム
は
、
ギ
ガ
ビ
ッ
ト
級
の
高
速
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
の
実
現
を
目

指
し
て
一
九
九
八
年
度
か
ら
導
入
が
開
始
さ
れ
た
。
具
体
的
に
は
、
九
八
年
度
の
第
一
次

補
正
予
算
で
超
高
速
キ
ャ
ン
パ
ス
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
拡
充
シ
ス
テ
ム
、
同
年
度
第
三
次
補
正

予
算
で
統
合
メ
デ
ィ
ア
サ
ー
ビ
ス
基
盤
シ
ス
テ
ム
が
導
入
さ
れ
た
。
九
八
年
度
の
補
正
予

算
で
整
備
さ
れ
た
第
三
期
シ
ス
テ
ム
の
構
成
は
図
３－

３
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

H
IN

E
S

第
三
期
シ
ス
テ
ム
は
大
学
内
三
カ
所
に
設
置
さ
れ
た
コ
ア
ノ
ー
ド
（
工
学
部

コ
ア
ノ
ー
ド
、
先
科
研
コ
ア
ノ
ー
ド
、
大
型
計
算
機
セ
ン
タ
ー
コ
ア
ノ
ー
ド
）の
間
を６２２

.

０８
M

bps

のA
T

M
二
重
リ
ン
ク
（
総
通
信
容
量１

.２４４
G

bps

）
で
接
続
し
、
各
コ
ア
ノ
ー

ド
と
部
局
間
を１５５

.５２
M

bpsA
T

M

で
接
続
す
る
構
成
で
あ
る
。
函
館
キ
ャ
ン
パ
ス
と
札

幌
キ
ャ
ン
パ
ス
の
間
の
接
続
は
、
第
三
期
シ
ス
テ
ム
で
は３

M
bps

に
増
強
さ
れ
た
。

第
三
期
シ
ス
テ
ム
の
拡
充
は
そ
の
後
も
続
い
て
お
り
、
二
〇
〇
〇
年
度
の
拡
充
でPH

S

を
用
い
た
モ
バ
イ
ル
接
続
環
境
も
提
供
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
二
〇
〇
〇
年
夏
に
は
、

図３－３ HINES第三期システム

● 基幹ネットワーク網

ATMコアノード２重トライアングル ６２２．０８Mbps×２

ATMノード １５５．５２Mbps

● 支線ネットワーク

１００BaseTXスイッチングハブ １００Mbps

● サーバーシステム

インターネットサーバ、統合文書管理システム

統合メディアサービス基盤システム
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国
立
情
報
学
研
究
所
が
主
要
大
学
間
を
ギ
ガ
ビ
ッ
ト
ク
ラ
ス
の
速
度
で
接
続
す
る
ス
ー
パ
ーSIN

E
T

計
画
を
提
案
し
た
。
こ
れ
を
受

け
て
北
海
道
大
学
で
は
キ
ャ
ン
パ
ス
ギ
ガ
ビ
ッ
ト
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
を
計
画
し
、
二
〇
〇
一
年
度
の
補
正
予
算
で
予
算
化
さ
れ
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
コ
ア
ノ
ー
ド
間
の
通
信
容
量
は１

G
bps

×５

チ
ャ
ン
ネ
ル
に
増
強
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
ス
ー
パ
ーSIN

E
T

上
で
展

開
さ
れ
る
大
規
模
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。

ま
た
、
第
一
期
シ
ス
テ
ム
のFD

D
I

幹
線
網
お
よ
び１０

B
ase５

（
イ
エ
ロ
ー
ケ
ー
ブ
ル
）
は
、
第
二
期
シ
ス
テ
ム
で
は
多
目
的
情
報

通
信
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
と
し
て
新
し
い
役
割
を
定
義
さ
れ
た
が
、
第
三
期
シ
ス
テ
ム
の
稼
動
に
よ
り
そ
の
役
目
を
終
え
、
二
〇

〇
一
年
度
で
そ
の
運
用
を
停
止
し
た
。

第
三
期
シ
ス
テ
ム
で
は
、
ギ
ガ
ビ
ッ
ト
級
の
通
信
速
度
を
提
供
す
る
だ
け
で
な
く
、
統
合
メ
デ
ィ
ア
サ
ー
ビ
ス
基
盤
と
し
て
多
様
な

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
サ
ー
ビ
ス
を
展
開
で
き
る
環
境
を
整
備
し
て
い
る
。
統
合
メ
デ
ィ
ア
サ
ー
ビ
ス
基
盤
シ
ス
テ
ム
が
提
供
す
る
メ
デ
ィ

ア
機
能
は
以
下
の
機
能
を
含
ん
で
い
る
。

●
コ
ン
テ
ン
ツ
作
成
環
境

ラ
イ
ブ
映
像
中
継
シ
ス
テ
ム

ノ
ン
リ
ニ
ア
映
像
編
集
シ
ス
テ
ム

プ
ッ
シ
ュ
型
文
字
情
報
作
成

●
コ
ン
テ
ン
ツ
配
信
環
境

映
像
配
信
サ
ー
バ

●
コ
ン
テ
ン
ツ
受
信
環
境

部
局
大
型
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
装
置

H
IN

E
S

接
続
端
末
用
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
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北
海
道
大
学
で
は
統
合
メ
デ
ィ
ア
サ
ー
ビ
ス
基
盤
を
利
用
し
て
、
講
演
会
や
学
内
行
事
の
各
部
局
大
型
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
向
け
放
送

サ
ー
ビ
ス
や
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
映
像
中
継
す
る
こ
と
が
日
常
的
に
行
わ
れ
て
い
る
。

第
二
章

入
学
試
験
制
度

第
一
節

分
離
・
分
割
方
式
と
大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
試
験

一
九
八
八
年
十
一
月
の
評
議
会
で
、
北
海
道
大
学
の
入
学
試
験
を
九
〇
年
度
か
ら
分
離
・
分
割
方
式
で
行
う
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
。

ま
た
、
九
〇
年
度
か
ら
全
国
的
に
新
し
い
共
通
試
験
で
あ
る
大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
試
験
も
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
八
九
年
度
の

入
学
試
験
関
係
の
諸
委
員
会
・
機
関
は
そ
の
準
備
体
制
を
整
え
た
。

ま
ず
、
一
九
八
九
年
四
月
の
第
一
回
入
学
者
選
抜
委
員
会
で
は
大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
試
験
に
向
け
て
、「
北
海
道
大
学
主
管
共
通
第

一
次
試
験
実
施
要
項
」
を
「
北
海
道
大
学
主
管
大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
試
験
実
施
要
項
」
へ
と
名
称
変
更
し
、
札
幌
医
科
大
学
と
の
共
同

実
施
体
制
を
解
消
し
た
。
そ
し
て
、
新
た
に
設
置
さ
れ
た
「
北
海
道
地
区
連
絡
協
議
会
」
の
メ
ン
バ
ー
と
な
る
こ
と
を
決
め
た
。

一
九
八
九
年
五
月
の
第
二
回
入
学
者
選
抜
委
員
会
で
は
、
九
〇
年
度
入
学
試
験
の
基
本
方
針
と
行
事
日
程
を
、
前
・
後
期
日
程
の
二

回
の
試
験
に
備
え
て
整
備
し
た
。
大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
試
験
は
五
教
科
六
科
目
（
数
学
二
科
目
）
と
し
、
第
二
次
試
験
に
つ
い
て
は
前

期
日
程
試
験
が
ほ
ぼ
従
来
通
り
で
あ
る
の
に
対
し
、
後
期
日
程
試
験
は
小
論
文
試
験
や
面
接
を
課
す
な
ど
異
な
る
選
抜
方
法
で
行
い
、

入
学
定
員
の
一
〜
二
割
を
振
り
分
け
る
こ
と
と
し
た
。
ま
た
、
基
本
方
針
を
公
表
す
る
「
学
生
募
集
要
項
大
綱
」
は
今
後
「
入
学
者
選
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